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高校 1 年生の男女 502名を対象に性教育を行い、その前後で無記名自記式質問紙に 
て調査を行った。尺度の解析にはSPSS ver22を用いて、信頼性分析、paired t-test 
を行い、自由記述の解析にはテキストマイニングソフトWord M i n e r ®を用い、テキ 
ストマイニング分析を行った。
【結果】
事前アンケート、事後アンケートともに有効回答した人数は4 1 7名 （83. 3%)であっ 
た。多次元自我同一性尺度のすべての因子において、性教育の実施前後で統計学的有 
意差がみられた（paired t-tests p<0. 01)。
性教育受講後、性に関する意識や考えが「変化した」もしくは「どちらかというと 
変化した」 と回答した人は209名 （50.1%)であった。
テキストマイニング分析の結果、性に対する意識や考えの変化として、デート D Vの 
考えを中心に社会的性差や男女間の対等な人間関係について考えることが大切だと 
感じたことが明らかとなった。
ライフプランに関しては、自分自身の将栾について、思春期である今から考えてい 
く必要があると考えられたこと、性成熟期•成人期に向かっている発達段階にあり、 
ライフプランと目標を立てていく重要性を感じることができた。
自己実現に関しては、自分や相手のことを大切にしながら将栾にっいて誠実に考え 
る重要性が理解できた。
信頼関係に関しては、お互いの気持ちを大切に考え、友人や異性との関係を構築し 
ていく必要があると感じることができた。
